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毎年、夏の暑さを吹き飛ばす、北開田響太鼓さんの荒々しく、爽快な演奏から

幕開けし、職員のハンドベル、そして今年創立40周年を迎えられた、長岡京

市音頭保存会さんの盆踊りでフィナーレとなりました、竹の里ホーム夏まつ

り。今年は「音楽の夏」と言わんばかりにすてきな音楽が満ち溢れており、皆

さん喜んでおられました。 

 また、来て下さったご家族様と一緒に過ごせた時間は、ご利用者様や私たち

職員にとって、とても楽しく、あっという間に過ぎていきました。 

いろいろお忙しい時期かと思いますが、また是非、足を運んで頂ければ幸いで

す。 

  

特養 夏まつり 
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大歓声の中「パ～ン！！」と何かがはじけ

るような音。 

そうです。今年もスイカ割りの季節がやっ

てまいりました。目隠しをされる方、両目

を見開いておられる方、形は様々でしたが、

みなさん集中され、スイカは見事に真っ二つに・・・。 

その後、みなさん「美味しい、美味しい」と口いっぱいにほおばって食べられ、

瞬く間にスイカは無くなってしまいました。 

今年は例年にない猛暑日が続きましたが、体調は崩されなかったでしょう

か？そんな中、少しでも涼しい気分を味わおうと『ところてん作り』をしまし

たが、皆さん、ところてんを押し出す事に夢中になられ、少し室温が上がった

ようにも感じました。 

特養介護職員：仲本 

ところてん作り 

スイカ割り 
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今年の夏まつりは職員の焼いた

焼きそばを食べながら、射的・

お菓子つり・1円玉落としを楽しんでい

ただきました。射的コーナーでは、景品が皆様に当たりま

す。さぁ、何が当たったのでしょうか。少しでも「まつり」

らしくと、希望者に浴衣を着ていただきました。昔はよく

着ていたと、着付けもご自身でされる方がいらっしゃいま

した。最後は盆踊りで盛り上がりました。 

初めて参加される方がいらっしゃいました。ご自

宅へ帰ってからご家族様に写真

をみてもらうと大変喜んでおら

れました。 

 

毎日午後より、体・頭の体操を行っています。指先を動かしたり、足を動か

しながら上半身を動かすなど、笑いを取り入れ楽しんでいます。また、ゲー

ムや外出したり子供の頃の事を思い出しては話してもらったりしています。

パーマネントの歌や夏休みになると走田神社へ「あさのま」を持って行った

など色んなお話が飛び出して盛り上がります。 

 

 

 

 

デイサービス介護職員：安井 

デイサービス 

夏まつり 

お化粧教室 

レクリエーション 
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 廊下の屋根を

伝うほどの立派

な笹で七夕飾りを作りました。入居者

の皆様の工夫を凝らした飾りと、願い

事を書いた短冊でこのように豪華な

笹になりました。 

平和の祈りを込め

た鶴は三千羽にな

り、長岡京市から広島へ届けられました。

中小路市長よりお礼文が届き、広島の『折

り鶴データベース』にケアハウス竹の里

が登録されたこともご報告いただきまし

た。 

『ケアハウス竹の里』のモチーフとなって

いるイラストをもとに、大作が完成しま

した。厨房の方にもご協力いただいた卵

の殻を洗い、着色から貼り付けまで大変

細かい作業でした。途中で「もう止めてい

い？」とお疲れになる場面もありました

が、想像以上の出来栄えに製作者一同見

惚れています。 

ケアハウス職員：仲 
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